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夢と期待をもって迎えた 21世紀初頭の 2001年に米国同時多発テロ事件（９月 11日）が発生し，また，日本で
は狂牛病の発生など，20世紀におけるさまざまな「負の遺産」が顕在化し，危機管理，安全が 21世紀のキーワ
ードの１つといわれています。
現在，私たちは先端科学技術，あるいは，巨大科学技術の便益を享受しており，これからの日本の立国は，
科学技術の発展を抜きにしては考えられません。しかし，遺伝子操作技術の利用や原子力技術利用に端的に見
られるように，先端科学技術・巨大科学技術の利用に伴う危険，特に，環境や健康への危険が無視できないため，
必ずしもその利用に社会的合意が得られているわけではありません。これからは，先端科学技術・巨大科学技術
の利用についての最終的な意思決定は，非専門家である一般市民によってなされることになると考えられます。
そこで，第１回北陸地域アイソトープ研究フォーラム（金沢大学主催，北陸地域の放射線施設を有する大学，石
川県及び北陸地域アイソトープ研究会との共催，富山県，福井県の後援）で「科学技術の進歩と社会的合意」と
題して甲子園大学学長の木下冨雄先生に特別講演を行ってもらいました。その講演録を会誌に掲載しておりま
すので是非読んでいただきたいと思います。
第２回北陸地域アイソトープ研究会は平成 13年１月 13日（土）に開催されましたが，研究会の途中から雪が
降り出し，15年ぶりの大雪となりました。市内の交通が大渋滞するだけでなく電車や飛行機が何日にもわたっ
て運休し，北陸は雪国であることを再認識させられました。北陸では１月から３月中旬までの期間は研究会を行
わない方がよいと思われ，第３回研究会（パネルディスカッション「空間線量測定マニュアルへの対応」）は平成
14年３月下旬に開催する予定です。
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